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虐日偽善に狂う日本人 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 ―国家・民族規模のドメスティック・バイオレンス― 
 
１、歴史問題の歴史と私 
	
 歴史問題の歴史、昨年講演	
 	
 	
 	
 戦後歴史学界の偏向	
 	
 	
 家永教科書訴訟 
	
 私の間違っていたこと	
 	
 共産主義の破産で改善されると予想 
 
2、共産主義ではない 
	
 アジアの共産主義者は民族主義者	
 	
 	
 	
 韓国	
 	
 	
 	
 	
 もともとアメリカ産 
	
 日本国内	
 	
 	
 左翼はもちろん自民党の幹部、カトリックの司教まで 
	
 歴史問題による日本攻撃、共産主義が破産して却って隆盛 
 
３、朝日新聞の言論の解明 
	
 文章の実例	
 	
 国民と共に立たん	
 	
 本多勝一	
 	
 サンゴ事件	
 	
 机上犯罪者 
日本を悪者にしたくて仕方がない	
 	
 自分は正義を体現している 
慰安婦問題、歴史を捏造してでもやる 
朝日による歴史の反省のウソ	
 	
 	
 	
 証拠としての社旗問題 

 
４、自虐というより虐日、虐日偽善 
	
 自虐史観という呼称	
 	
 新しい歴史教科書運動 
	
 自分は痛みを感じない、自分は入っていない 
	
 自分は良心的人間	
 良心ぶりっ子	
 	
 凄まじい偽善 
 
５、ドメスティック・バイオレンス 
	
 シナ人・朝鮮人の虐日とシンクロ 
	
 日本人が日本人を虐めまくる	
 誹謗・中傷	
 偏見・差別・迫害 
国家・民族規模のドメスティック・バイオレンス	
 	
 対外的にやるのは世界稀有 

 
６、日本人のアイデンティティの破壊 
	
 東京裁判の目的	
 	
 精神的に立ち直らせない	
 大成功	
 日本は精神の復興に失敗 
	
 シナ人・朝鮮人による東京裁判史観の再構築 
	
 虐日日本人の蔓延	
 	
 マスコミによる虐日洗脳教育 
 
７、近年の状況 
	
 ２１世紀からシナ人の日本攻撃が暴力化	
 	
  中共の経済・軍備の膨張 
	
 2010年秋、尖閣衝突後の急展開	
 	
 	
 	
 	
 	
 韓国の中共同調 
	
 中共の虐日国家テロと侵略宣言	
 	
 	
 	
 	
 	
  日本の反応	
 大和魂の完全喪失 
 


